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高度専門医療，救急医療を提供して
参りました．今後とも地域のニーズ
に応えるべく病院機能の更なる充実
を図る所存であります．
　平成23年には，遂次近似法による
画像再構成機能搭載機としては三原
市域で初となる放射線量を最大75％
低減する「被ばく低減機構」を搭載
した64列マルチスライスCT（東芝
Aquilion CXL）を導入し，冠動脈CT
や下肢動脈などのCTアンギオグラ
フィーで活躍しています．近隣の同
門の先生方からの検査依頼も随時受
けていますので，お声をお掛け下さい．
　また，平成24年には，尾三地域で
初となるELVeS レーザーを用いた
下肢静脈瘤のレーザー治療を開始し
ました．当院では，患者さんの疼痛
への不安を軽減する目的及び両下肢
の同時治療実施のために，全身麻酔
下（セデーション）にて日帰り入院
の形態で治療を行っており，患者さ
んにも好評です．ELVeS レーザーに
よる治療は保険適用されていますの
で，患者さんの経済的な負担も軽く
なっており，当院の治療件数も順調
に増加しています．
　併設の訪問看護ステーション「ひ
まわり」では，利用者さんの『住み
慣れた自宅で安心して療養生活がお
くれるように』との想いを実現すべ
く，医療保険及び介護保険適用の訪
問看護，訪問リハビリテーションを
提供しています．「地域包括ケアシス
テム」のカギの一つとなる訪問看護
の役割を常に意識し，地域の在宅医
療を支える同門の先生方やその他の
様々なサービス事業所と連携して，
病状に応じた適切な看護・リハビリ
などを実施し，利用者さんやご家族
と喜びや悲しみを共有し共に歩んで
いけることを目標にしています．
　職場環境の整備では，全職員が利
用可能な院内託児所を開設していま
す．女性男性を問わず職員が働きや
すい環境を用意することでワーク・
ライフ・バランスにも考慮しています．
　その他病院全体の取り組みでは
「ワーキンググループ活動」と呼ん
でいるQC改善活動があります．当
院の基本理念である「地域に密着し
た健全な病院づくりを目指します」
に於いて，医療の質と健全経営の両
立を一段と強化していくため，全職
員が一丸となって取り組む活動で
す．職員により自主的に形成された
『ワーキンググループ（WG）』が約
半年間活動します．平成25年５月の
発表大会では「訪問看護ステーショ
ン業務見直WG」「リハビリテーショ
ン科業務時間短縮WG」「退院困難患
者早期特定WG」の３グループが発
表を行いました．
　また，三原の夏を彩る「やっさ祭
り」には，毎年チームを編成して参
加しています．医療職も普段の白衣
から法被や浴衣に替えて踊り手とな
り，「やっさやっさ」の掛け声も賑や
かに踊りの隊列に加わります．
　その他にも「病院の日・看護の
日」，「七夕コンサート」，「敬老の日
の集い」，「糖尿病週間」，「クリスマ
スコンサート」など，患者さんだけ
でなく地域の皆様にも親しんでいた
だけるような行事を開催しています．
おわりに
　かつて人類が経験したことのない
超高齢化社会を迎えるにあたって，
地域に密着した病院の運営にとって
はこれからも厳しい状況が続くこと
が想像されますが，尾三地域の患者
さんのご期待に添えるべく努力を続
けて参りますので，同門の先生方の
ご支援ご鞭撻を賜りますよう宜しく
お願い申し上げます．
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